
基
本
品
、
８
０
０
品
目
に
拡
充
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
売
れ
筋
そ
ろ
え
集
客
力
強
化

　
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
基
本
品
ぞ
ろ
え
の
拡
充
に
乗
り
出
し
た
。
本
部

が
強
力
に
推
奨
す
る
売
れ
筋
商
品
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

Ｎ
Ｂ

、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド

Ｐ
Ｂ

を
問
わ
ず
、
品
ぞ
ろ
え
す
る
商
品
群
が
対
象
。
今
春
の
約
５
０
０
品

目
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
約
８
０
０
品
目
と
６
割
程
度
増
や
し
た
。
基
本
品
ぞ
ろ
え
の
徹
底
で

客
数
や
客
単
価
の
上
昇
が
検
証
さ
れ
て
お
り
、
今
回
約
３
０
０
品
目
を
追
加
し
拡
充
す

る
。
売
れ
筋
の
商
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
安
心
感
を
周
知
し
、
集
客
力
を
強
化
す
る
。

稲盛さん

復
刻
Ｃ
Ｄ
、
店
頭
で
引
き
渡
し
美
空
ひ
ば
り
２
９
５
作
品
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

　
送
電
時
の
電
力
ロ
ス
を
ほ
と
ん
ど
な
く
す
超
電
導
ケ
ー
ブ

ル
の
実
用
化
を
、
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
が
進
め
て
い
る
。

既
に
試
験
装
置
を
完
成
さ
せ
て
お
り
、
今
年
度
内
に
同
研
究

所
内
で
走
行
試
験
を
す
る
予
定
だ
。
電
気
の
節
約
や
温
暖
化

対
策
に
有
効
な
新
世
代
の
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
る
超
電
導

ケ
ー
ブ
ル
。
こ
れ
に
よ
っ
て
鉄
道
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
―
。
研
究
現
場
を
訪
ね
た
。

江
刈
内
雅
史

超
電
導
ケ
ー
ブ
ル

鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
の
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
試
験
装
置

鉄
道
総
研
、
年
度
内
に
走
行
実
験

省電力化の強力な武器

　
凸
型
の
棟
か
ら
長
さ
５

の

パ
イ
プ
が
伸
び
て
い
る
試
験
装

置
を
一
見
し
て
も
、
電
線
ら

し
き
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。

こ
の
パ
イ
プ
の
中
に
あ
る
も
の

こ
そ
、
電
気
を
ほ
ぼ
１
０
０
％

送
れ
る
次
世
代
電
線
の
超
電
導

ケ
ー
ブ
ル
だ
。
物
質
の
直
流
電

気
抵
抗
が
極
め
て
低
い
温
度
を

下
回
る
と
０
に
な
る
現
象
を
利

用
し
、
電
線
を
冷
や
す
こ
と
で

超
電
導
を
実
現
す
る
の
が
原
理

だ
。

　
試
験
装
置
で
は

１
９
６
度

Ｃ
で
超
電
導
状
態
に
な
る
ビ
ス

マ
ス
系
を
材
料
に
用
い
、
空
芯

の
パ
イ
プ
に
巻
き
線
を
し
て
電

線
を
形
成
。
中
に
液
体
窒
素
を

通
し
て
、
電
線
を

１
９
６
度

に
ま
で
冷
却
す
る
。

　
東
京
・
山
手
線
な
ど
の
過
密

路
線
に
お
け
る
、
き
電
線

電

車
に
電
力
供
給
す
る
電
線

と

同
じ

の
電
流
を
流
し
て

も
、
電
流
に
流
れ
る
電
圧
計
は

０
・
２

の
目
盛
り
の
下
を

示
し
続
け
る
。
電
流
を
上
げ
て

を
超
え
て
か
ら
、
よ
う

や
く
電
圧
を
示
す
針
が
上
が

り
、
０
・
５

を
超
え
た
。

で
十
分
な
き
電
線
で

は
、
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
は
電
気
抵

抗
を
極
め
て
０
に
近
い
状
態
に

保
て
る
。

　
装
置
の
製
作
に
成
功
し
た
材

料
技
術
研
究
部
超
電
導
応
用
研

究
室
で
は
、
今
年
度
内
に
鉄
道

総
研
内
の
試
験
線
路
に
ケ
ー
ブ

ル
を
敷
設
し
、
実
際
に
走
行
を

す
る
計
画
だ
。
試
験
装
置
の
ケ

ー
ブ
ル
の
長
さ
は
５

だ
が
、

「
第
１
弾
と
し
て

の
も
の

を
作
り
、
最
終
的
に
は
３
０
０

ま
で
伸
ば
す
」

富
田
優
室

長

。
ケ
ー
ブ
ル
自
体
も
よ
り

コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
と
い
う

　
ま
た
、
将
来
は
太
陽
光
発
電

で
得
た
電
気
も
超
電
導
ケ
ー
ブ

ル
で
電
車
に
送
る
よ
う
に
す
る

考
え
。
「
鉄
道
も
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
入
れ
る
時
代
が
く

る
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

的
に
電
車
を
走
ら
せ
る
」
と
富

田
室
長
は
意
気
込
む
。

　
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
の
メ
リ
ッ

ト
は
送
電
ロ
ス
を
な
く
す
こ
と

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
例
え

ば
、
電
車
の
ブ
レ
ー
キ
時
に
生

じ
る
回
生
電
力
。
現
在
は
、
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
電
車
の

近
く
に
、
別
の
電
車
が
走
っ
て

い
る
時
に
の
み
、
そ
の
電
気
を

融
通
し
て
有
効
活
用
で
き
る
。

こ
れ
が
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
に
な

る
と
「
１
０
０

先
の
電
車

に
で
も
回
生
電
力
を
送
れ
る
」

同

。

　
で
は
、
実
用
化
は
い
つ
ご
ろ

に
な
る
の
か
。
既
に
変
電
所
の

増
設
の
代
わ
り
に
、
超
電
導
ケ

ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る
検
討
を
し

て
い
る
鉄
道
会
社
は
あ
る
と
い

う
。
路
線
の
過
密
化
で
変
電
所

の
増
強
が
必
要
に
な
っ
て
い
る

鉄
道
現
場
は
随
所
に
あ
る
が
、

億
単
位
の
費
用
が
か
か
る
。
超

電
導
ケ
ー
ブ
ル
だ
と
増
強
が
不

要
に
な
り
、
コ
ス
ト
が
大
幅
に

抑
え
ら
れ
る
。
超
電
導
ケ
ー
ブ

ル
が
既
存
の
電
線
か
ら
全
面
的

に
置
き
換
わ
る
の
は
ま
だ
先
で

も
、
「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
必
要

な
部
分
に
だ
け
導
入
す
る
の

は
、
そ
ん
な
に
先
で
は
な
い
」

と
富
田
室
長
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
省
電

力
化
は
鉄
道
業
界
で
も
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
解
決
へ

の
強
力
な
武
器
と
な
る
超
電
導

ケ
ー
ブ
ル
の
導
入
は
、
あ
と
一

歩
の
段
階
に
ま
で
届
い
て
い

る
。

長
時
間
使
用
が
可
能
超
音
波
霧
化
器
を
発
売
エ
コ
ー
テ
ッ
ク

エ
コ
・
防
災
の
モ
デ
ル
店
東
京
・
練
馬
に
開
店
タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー

　　 ２０１２年 平成２４年 ９月２６日 水曜日 　　 （ ）

　
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
店

舗
で
展
開
す
る
通
信
販
売
サ

ー
ビ
ス
「
お
み
せ
ｄ
ｅ
ツ
ー

ハ
ン
」
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

グ
リ
ッ
ド

東
京
都
港
区

が
展
開
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
Ｍ

Ｅ
Ｇ
―
Ｃ
Ｄ
」
の
取
り
扱
い

を
始
め
た
。
全
国
の
サ
ー
ク

ル
Ｋ
と
サ
ン
ク
ス
約
６
２
０

０
店

８
月
末
現
在

に
て

行
う
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｇ
―
Ｃ
Ｄ
は
廃
盤
・

生
産
中
止
に
な
っ
た
レ
コ
ー

ド
や
Ｃ
Ｄ
を
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
写

真
な
ど
当
時
の
内
容
と
デ
ザ

イ
ン
を
よ
り
忠
実
に
再
現

し
、
Ｃ
Ｄ
と
し
て
復
刻
し
た

商
品
を
顧
客
の
注
文
で
製
造

・
販
売
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
こ

れ
ま
で
一
部
の
音
楽
専
門
店

で
の
み
で
展
開
し
て
お
り
、

コ
ン
ビ
ニ
で
は
初
め
て
。
今

回
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
と
サ
ン
ク

ス
で
は
第
１
弾
と
し
て
美
空

ひ
ば
り
の
全
２
９
５
タ
イ
ト

ル
の
復
刻
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー

ド
盤
を
取
り
扱
う
。

　
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
の

「
お
み
せ
ｄ
ｅ
ツ
ー
ハ
ン
」

は
カ
タ
ロ
グ
か
ら
購
入
し
た

い
商
品
を
選
び
、
店
頭
に
あ

る
専
用
端
末
で
注
文
し
、
後

日
、
店
頭
で
商
品
を
引
き
取

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
サ

ー
ビ
ス
。

　
◆
電
気
不
要
の
加
湿
器

　
エ
ス
テ
ー
　
加
湿
器
「
モ

イ
ス
ト
ペ
ッ
ト
」
を

月
２

日
に
発
売
す
る
。
電
気
不
要

の
ア
ロ
マ
加
湿
器
で
加
湿
し

な
が
ら
「
香
り
」
と
「
森
林

浴
気
分
」
が
楽
し
め
る
。
加

湿
方
法
は
ベ
ー
ス
部
に
セ
ッ

ト
し
た
香
湿
リ
キ
ッ
ド
と
水

を
独
自
の
折
り
方
に
よ
る
特

殊
フ
ィ
ル
タ
ー
が
吸
い
上

げ
、
加
湿
し
、
香
り
を
広
げ

る
。
持
続
時
間
は
約
８
時

間
。
香
湿
リ
キ
ッ
ド
に
は
北

海
道
モ
ミ
の
木

ト
ド
マ

ツ

か
ら
特
殊
製
法
で
抽
出

し
た
樹
木
抽
出
水
「
ク
リ
ア

フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

を
配
合
し
た
。
香
り
の
種
類

は
「
す
み
き
っ
た
森
林
の
香

り
」
な
ど
３
タ
イ
プ
。
価
格

は
本
体
セ
ッ
ト
が
１
０
２
９

円
。

前
橋
に
新
配
送
拠
点

コ
ー
プ
ぐ
ん
ま

２
拠
点
を
統
合

　
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
ぐ

ん
ま

群
馬
県
桐
生
市
、
梅

沢
義
夫
理
事
長
、
０
２
７
７

・
５
２
・
７
７
１
１

は
、

前
橋
市
五
代
町
に
配
送
拠
点

「
前
橋
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設

し
た
。
同
市
内
の
２
配
送
拠

点
を
統
合
し
、
宅
配
業
務
の

効
率
化
を
図
る
。

　
前
橋
セ
ン
タ
ー
は
五
代
南

部
工
業
団
地
に
開
設
。
敷
地

面
積
１
万
１
３
０
０
平
方

、
延
べ
床
面
積
２
７
０
０

平
方

。
２
階
建
て
で
１
階

を
倉
庫
、
２
階
は
事
務
所
と

し
て
利
用
す
る
。
土
地
購
入

費
、
建
屋
、
設
備
な
ど
を
含

む
総
投
資
額
は
６
億
円
。
配

送
エ
リ
ア
は
前
橋
市
全
域
と

伊
勢
崎
全
域
・
桐
生
市
の
一

部
で
、
食
品
・
日
用
品
な
ど

を
組
合
員
向
け
に
配
達
す

る
。
配
送
車
が
一
日
約

台

運
行
し
、
年
間
供
給
規
模
は

億
円
を
見
込
む
。
現
在
の

供
給
先
は
約
２
万
５
０
０
世

帯
。

　
２
０
１
３
年
春
に
は
同
セ

ン
タ
ー
で
高
齢
者
・
共
働
き

所
帯
を
対
象
に
し
た
夕
食
弁

当
の
宅
配
事
業
を
始
め
、
供

給
世
帯
を
増
や
す
。
コ
ー
プ

ぐ
ん
ま
の
組
合
員
は
現
在
約

万
世
帯
。

無
我
夢
中

　
▽

２
年

７
カ
月
ぶ
り

に
再
上
場
を

果
た
し
た
日

本
航
空

Ｊ

Ａ
Ｌ

。
名
誉
会
長
の
稲
盛

和
夫
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
の

過
程
を
「
無
我
夢
中
で
再
建

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

き
た
だ
け
だ
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

　
▽

政
府
か
ら
の
度
重
な

る
要
請
を
受
け
て
、
再
建
の

音
頭
を
取
っ
た
。
「
航
空
運

輸
は
ま
っ
た
く
の
素
人
」
だ

っ
た
が
、
部
門
別
採
算
制
度

の
導
入
な
ど
、
蓄
積
し
た
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

Ｖ
字
回
復
を
遂
げ
た
。

　
▽

京
セ
ラ
、
Ｄ
Ｄ
Ｉ

現
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

に
続
き
３

度
の
上
場
を
果
た
し
た
珍
し

い
経
営
者
と
な
っ
た
。
３
度

目
に
鳴
ら
し
た
上
場
の
鐘
の

音
は
「
年
が
年
だ
け
に
大
変

感
慨
深
い
」
と
今
回
は
格
別

の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
【
名
古
屋
】
エ
コ
ー
テ
ッ

ク

愛
知
県
豊
橋
市
、
岩
崎

義
弘
社
長
、
０
５
３
２
・
６

５
・
５
１
５
８

は
タ
ン
ク

の
大
容
量
化
で
長
時
間
使
用

が
可
能
な
超
音
波
霧
化
器

「
Ｕ
Ｄ
―
３
０
０

写
真
」

を

月
末
に
発
売
す
る
。
容

量
３
・
３

の
タ
ン
ク
を
２

個
備
え
、
噴
霧
量
が
１
時
間

当
た
り
４
０
０

で

・

５
時
間
連
続
使
用
で
き
、
噴

霧
量
が
同
２
０
０

の
場

合

時
間
使
え
る
。
オ
ー
プ

ン
価
格
で
、
実
勢
価
格
は

万
４
４
０
０
円
程
度
を
見
込

む
。
老
人
介
護
施
設
や
病

院
、
ホ
テ
ル
な
ど
に
初
年
度

１
０
０
０
台
の
販
売
を
見
込

む
。

　
同
霧
化
器
は
、
微
酸
性
電

解
水
な
ど
を
超
音
波
振
動
で

微
粒
子
に
し
て
噴
霧
し
、
除

菌
や
脱
臭
で
集
団
感
染
予
防

な
ど
に
つ
な
げ
る
。
タ
ン
ク

の
大
容
量
化
に
よ
り
、
多
め

の
噴
霧
量
で
長
時
間
使
用
で

き
る
。
従
来
機
種
の
タ
ン
ク

容
量
は
１
―
３
・
３

で
、

噴
霧
量
と
連
続
使
用
時
間
の

両
方
を
増
や
す
の
が
難
し
か

っ
た
。

　
ま
た
、
２
個
の
タ
ン
ク
に

異
な
る
種
類
の
液
体
を
入

れ
、
交
互
に
噴
霧
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
。

　
タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ

パ
ン

東
京
都
新
宿
区
、
荻

田
築
社
長
、
０
３
・
３
２
６

８
・
８
２
８
２

は
、
環
境

負
荷
軽
減
を
意
識
し
た
店
舗

「
タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
　
江

古
田
店
」

東
京
都
練
馬

区

を
開
店
し
た
。
太
陽
光

発
電
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た

設
備
や
厨
房
機
器
を
設

ぼ
う

ち
ゅ
う

置
。
設
備
や
機
器
を
多
回
路

モ
ニ
タ
ー
で
一
括
管
理
し
、

電
気
使
用
量
を
１
分
単
位
で

計
測
。
店
舗
内
の
事
務
所
と

本
社
で
確
認
し
、
効
率
的
な

電
力
消
費
を
把
握
す
る
。
同

店
舗
を
モ
デ
ル
店
舗
と
し
て

位
置
づ
け
、
今
後
の
店
舗
展

開
に
生
か
す
考
え
。

　
新
設
し
た
江
古
田
店
は
屋

根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
店
内

に
は
蓄
電
池
と
自
然
冷
媒
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
「
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
」
を
設
置
。
従
来

比
約
４
割
の
節
水
が
可
能
な

ト
イ
レ
も
完
備
す
る
。
看
板

照
明
と
店
内
照
明
に
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
採
用
し
た
。
店
内
の
家

具
や
壁
面
の
素
材
、
設
置
す

る
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン
に
は

リ
サ
イ
ク
ル
素
材
を
使
用
し

た
。

　
さ
ら
に
災
害
時
に
頼
れ
る

「
身
近
な
ス
ポ
ッ
ト
」
を
目

指
し
た
造
り
に
も
な
っ
て
い

る
。
停
電
時
や
緊
急
時
に
店

内
の
蓄
電
池
が
緊
急
電
源
と

な
り
、
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
や
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
が
７
時
間
使

用
で
き
る
。
店
内
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

電
子
看

板

で
は
ニ
ュ
ー
ス
を
放
映

し
、
無
線
通
信
規
格
の
「
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
」
は
無
料
開
放
す

る
。

　
基
本
品
ぞ
ろ
え
は
今
春
の

段
階
で
４
９
４
品
目
だ
っ
た

が
、
こ
の
ほ
ど
７
８
３
品
目

ま
で
引
き
上
げ
た
。
と
く

に
、
大
幅
に
品
目
数
増
え
た

の
が
加
工
食
品
と
日
用
雑

貨
。
加
工
食
品
は
春
に
１
７

３
品
目
か
ら
２
３
５
品
目
へ

と

品
目
を
追
加
し
た
。
日

用
雑
貨
は
１
８
６
品
目
か
ら

３
６
５
品
目
と
１
７
９
品
目

増
や
し
た
。

　
同
社
で
は
こ
の
と
こ
ろ
女

性
客
や

歳
以
上
の
シ
ニ
ア

層
の
集
客
を
強
化
し
て
い

る
。
す
で
に
女
性
客
は
２
０

０
８
年

月
の

・
０
％
か

ら

年
８
月
に
は

・
３
％

ま
で
高
ま
り
、
ま
た

歳
以

上
の
顧
客
比
率
は

・
６
％

ま
で
上
昇
し
た
。
女
性
客
は

従
来
、
加
工
食
品
や
日
用
雑

貨
を
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購
入

し
て
い
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
に

シ
フ
ト
す
る
動
き
も
み
ら

れ
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
応

し
、
売
れ
筋
が
そ
ろ
っ
て
い

る
と
い
う
安
心
感
を
提
供
す

る
格
好
だ
。

　
同
社
の
標
準
的
な
商
品
数

は
約
２
８
０
０
品
目
。
す
で

に
３
分
の
１
程
度
が
基
本
品

ぞ
ろ
え
と
な
っ
た
。
今
後
は

店
舗
を
巡
回
し
て
経
営
相
談

な
ど
を
行
う
人
員
を
通
じ
、

仕
入
れ
の
徹
底
を
図
る
が
、

同
時
に
仕
入
れ
の
集
中
度
を

高
め
値
入
率
の
改
善
を
目
指

す
狙
い
も
あ
る
。


